別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　　　項：商工費　　　目：工鉱業振興費
	事業名:　「国際陶磁器フェスティバル美濃’11」開催負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
商工労働部　モノづくり振興課　地場産業担当　電話番号：058-272-1111（内3094）

E-mail：c11355@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：25,000千円（※前回（平成20年度）予算額：50,000千円）
※３年に１度の開催

	事業内容


	１　事業の内容


本県の地場産業である美濃焼産業の振興、陶磁器文化の振興及び地域の振興を目的に開催される国際陶磁器フェスティバルの主催者である実行委員会に対し、開催経費の一部を負担金として支払う。
＜負担金額の算出＞

（前回までの考え方）　県（１／３）、地元３市（２／３）
※多治見市（１／３）、土岐市・瑞浪市（２／３を人口割案分）
（今回の考え方）　県（前回負担額×５０％）、地元３市（前回負担額×６０％）

※多治見市（１／３）、土岐市・瑞浪市（２／３を人口割案分）
○平成２３年度開催の「国際陶磁器フェスティバル美濃」について
・行事名：　国際陶磁器フェスティバル美濃‘11
・概　要：　美濃焼は、千年を超える歴史を持ち、その生産量は国内最大を誇っていな
　　　　　　　　　がら他産地に比べその知名度は決して高くない状況にある。そうした状況を
　　　　　　　　　打破するための起爆剤として、約２０年前に多治見市を中心に国際的な陶磁
　　　　　　　　　器のコンペティション開催が計画され、昭和６１年度の第１回を皮切りに、
　　　　　　　　　その後ほぼ３年毎に開催され、平成２３年度に第９回目が開催される。
・目　的：　①世界の陶磁器デザイン、陶芸の潮流を体感し、次代をリードする新たな
　　　　　　　　　　　　　　　　デザイン、造形マインドの誘発を促し、陶磁器産業の発展と文化の高揚
　　　　　　　　　　　　　　　　に寄与する。
　②陶芸家、デザイナーの交流の機会を設け、陶磁器デザイン、技術、文化等の情報交流を促進し、陶磁器産産業の活性化を図る。
・会　期：　平成２３年９月１６日（金）～１０月２３日（日）（３８日間）
　・会　場：　セラミックパークＭＩＮＯの他、多治見・土岐・瑞浪３市の各地
  ・主　催：　国際陶磁器フェスティバル美濃実行委員会

	名誉総裁：　桂宮宜仁親王殿下
総    裁：　岐阜県知事
会    長：　多治見市長
副 会 長：　県商工労働部長ほか
構成団体：　岐阜県、多治見市、瑞浪市、土岐市、日本陶磁器工業協同組合連合
会、日本陶磁器卸商業協同組合連合会、全国タイル工業組合、岐阜県
陶磁器産業連盟、多治見商工会議所、瑞浪商工会議所、土岐商工会議
所、笠原町商工会　外１８団体


・内　容：
（１）第９回国際陶磁器展美濃（コンペ）入賞・入選作品展示
「国際陶磁器展美濃」は、国際陶磁器フェスティバル美濃のメイン催事であり、国内はもとより、世界各国から応募があった作品の中から審査により選考した入賞・入選作品を展示する。

　　（２）産業振興、地域振興のための各種事業
国際陶磁器フェスティバル美濃’11においては、特に観光資源、地域資源を十
分に活かし、美濃焼産地をアピールすると共に、国内外のマーケットを対象に
した事業を展開することに力を入れていく。

（例）美濃焼製品の品評及び商談会、モノづくり現場（窯元めぐり）の訪問ツ
アー、美濃焼を使った食（料理と地酒）の提案・紹介、タイルによる「モ
ザイクアート」の展示会等。

	２　所要経費


○「国際陶磁器フェスティバル美濃’11」実行委員会負担金２５，０００千円）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


○国際陶磁器展美濃（コンペ）の実施

昭和６１年度の第１回目を皮切りに、過去８回開催し、多くの受賞者を輩出している。
（参考　前回の出品数及び入選作品数）
・出品者数　世界５６の国と地域から１，４７６人（国内830人、海外646人）
・出 品 数　過去最多３，２８４点
（陶磁器ﾃﾞｻﾞｲﾝ部門1,156件、陶芸部門2,128件）

・入賞・入選作品　１９２点（陶磁器デザイン部門93点、陶芸部門99点）

○産業振興・地域振興事業の実施

　・「デザイナーインＭＩＮＯ」
　　過去の国際陶磁器展美濃の陶磁器デザイン部門の入選デザイナー、地元陶磁器・メ
ーカー、商社の３者が共同で新商品開発を行い、美濃焼の商品開発力と独自性を国
内外にアピールする「デザイナーインＭＩＮＯ」ブランドを立ち上げ。

　・美濃焼を中心にしたテーブルコーディネートなど「器と食」をテーマにした展示や
「食と温泉」をテーマにした観光物産展を開催。

　・百貨店のバイヤー、プロダクトデザイナーを講師に、販路開拓セミナーやデザイン
セミナーを開催。

	３　これまでの取組に対する評価


・２０年以上の歴史を有する「国際陶磁器フェスティバル美濃」は、国内外、他産地からの評価も高く、美濃焼及び美濃焼産地の知名度向上に貢献している他、産業振興面でも、陶磁器業界にとっては新たなデザイン・技術を吸収するまたとない機会であり、若手作家やデザイナーの人材育成の場として重要な役割を担っており、今後も継続実施が必要である。

・一方、国際陶磁器フェスティバルが地元の陶磁器産業の振興に貢献しているのかという意見も多数あり、地元市民や業界の参加意識が高まらないという過去の反省があったことから、次回開催に向けて地元市民や業界を巻き込んで推進するための体制づくり、産業振興に寄与する事業の充実、予算の大幅な節減見直しなどに取り組んでいくことが必要である。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産
収入
	寄付金
	その他
	県債
	一般
財　源

	前回
予算
額
	50,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	50,000

	要求
額
	25,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	25,000

	決定
額
	25,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	25,000


